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(57)【要約】
【課題】柱状スペーサを有する液晶表示装置における高
速応答化を図る。
【解決手段】比誘電率が液晶組成物のそれより小さい材
料で柱状スペーサを形成する。柱状スペーサＳＰを信号
線ＤＬの電極上に形成することで、当該信号線ＤＬの負
荷を軽減でき、高速応答が可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】少なくとも一方が透明な一対の基板と、前
記一対の基板の一方に形成されたカラー表示のための色
の異なる少なくとも２種類以上のカラーフィルタおよび
各カラーフィルタの間に介在させたブラックマトリクス
と、前記一対の基板上に画素に隣接して形成された電極
と、前記一対の基板の間に誘電異方性を有する液晶組成
物の層およびこの液晶組成物の層の分子配列を所定の方
向に配列させるための配向制御層とを有する液晶パネル
と、前記電極に表示のための駆動電圧を印加するための
駆動手段とを具備し、
ブラックマトリクスで隠される領域の前記電極の上に、
比誘電率が前記液晶組成物のそれよりも小さい柱状スペ
ーサを形成したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記柱状スペーサを、前記電極の延在方向
に沿う１画素毎に１つまたは複数配置したことを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記柱状スペーサを、前記電極群の延在方
向に沿う複数画素毎に１つ配置したことを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記柱状スペーサを、前記液晶パネルの有
効領域における前記電極毎にその延在方向の全長にわた
って１つ配置したことを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項５】前記柱状スペーサを、前記液晶パネルの有
効領域における前記電極の延在方向の全長にわたって配
置すると共に、その１または複数箇所に注入される液晶
組成物を流通させるための隙間を形成したことを特徴と
する請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記柱状スペーサの長手方向または配列方
向を、液晶組成物の注入方向と平行に配列したことを特
徴とする請求項１～５の何れかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記柱状スペーサを前記一対の基板の何れ
か一方に形成してなり、当該柱状スペーサが形成された
基板側に設けた配向膜の配向方向を、前記柱状スペーサ
の長手方向または配列方向に対して平行または略平行と
したことを特徴とする請求項１～６の何れかに記載の液
晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に係
り、特に液晶組成物を封止する一対の基板間の距離を一
定に保つための新規な構成のスペーサを備えた液晶表示
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】ノート型コンピユータやコンピユータモ
ニター用の高精細かつカラー表示が可能な表示デバイス
として液晶表示装置が広く採用されている。
【０００３】この種の液晶表示装置は、基本的には少な
くとも一方が透明なガラス等からなる少なくとも２枚の
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基板の対向間隙に液晶組成物（以下、単に液晶、あるい
は液晶層とも言う）を挟持して構成した所謂液晶パネル
と、上記液晶パネルの基板に形成した画素形成用の各種
電極に選択的に電圧を印加して所定画素の点灯と消灯を
行う形式（単純マトリクス型液晶表示装置）、上記各種
電極と画素選択用のアクティブ素子を形成してこのアク
ティブ素子を選択することにより所定画素の点灯と消灯
を行う形式（アクティブマトリクス型液晶表示装置）と
に大きく分類される。
【０００４】アクティブマトリクス型液晶表示装置は、
その液晶パネルを構成するアクティブ素子として薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）を用いたものが代表的である。薄
膜トランジスタを用いた液晶パネルを具備する液晶表示
装置は、薄い軽量かつブラウン管に匹敵する高画質であ
るということから、ＯＡ機器の表示端末用モニター等と
して広く普及している。
【０００５】この液晶表示装置の表示方式には、液晶パ
ネルの駆動方法の相違から大別して次の２通りがある。
その１つは、透明電極がそれぞれ形成された２枚の基板
で液晶組成物を挟み込み、透明電極に印加された電圧で
動作させ、透明電極を透過し液晶組成物の層に入射した
光を変調して表示する方式（所謂、縦電界方式またはＴ
Ｎ方式）であり、現在普及している製品の多くはこの方
式を採用している。
【０００６】また、もう１つは、同一基板上に構成した
２つの電極の間で基板面にほぼ平行に形成した電界によ
り動作させ、２つの電極の隙間から液晶組成物の層に入
射した光を変調して表示する方式の液晶パネルを用いた
ものであり、視野角が著しく広いという特徴を持ち、ア
クティブマトリクス型液晶表示装置として極めて高画質
な方式である。この方式の特徴に関しては、例えば特表
平５－５０５２４７号公報、特公昭６３－２１９０７号
公報、特開平６－１６０８７８号公報等の文献に記載さ
れている。以下、この方式の液晶表示装置を横電界方式
の液晶表示装置と称する。
【０００７】本発明は上記した各種の方式の液晶表示装
置のうち、特に縦電界方式の液晶表示装置に関するもの
である。
【０００８】図１４は従来の縦電界方式の液晶表示装置
の液晶パネルの一画素付近の構成を説明する模式平面図
であり、液晶パネルの一方の基板であるアクティブマト
リクス基板ＳＵＢ１を他方の基板であるカラーフィルタ
基板ＳＵＢ２（図１５参照）側から透視した平面図で、
カラーフィルタ基板ＳＵＢ２に形成したブラックマトリ
クスＢＭを境界線で示している。また、図１５は図１４
の１－１’線に沿った断面図である。
【０００９】この液晶表示装置は、一方の基板ＳＵＢ１
上に非晶質シリコン半導体また多結晶シリコン半導体で
構成した薄膜トランジスタＴＦＴ、ゲート信号線ＧＬ、
映像信号線ＤＬ、蓄積容量を形成するストレージ電極線
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ＳＴＧ、絶縁膜ＰＳＶ１、保護膜ＰＳＶ２、画素電極Ｉ
ＴＯ１、配向制御層すなわち配向膜ＯＲＩ１が形成され
ている。
【００１０】また、他方の基板ＳＵＢ２上には、ブラッ
クマトリクスＢＭ、カラーフィルタＦＩＬ、オーバーコ
ート層ＯＣ、対向電極ＩＴＯ２、配向膜ＯＲＩ２が形成
されている。
【００１１】そして、上記一方の基板ＳＵＢ１と他方の
基板ＳＵＢ２の貼り合わせ間隙に液晶組成物の層（以
下、単に液晶層とも言う）ＬＣを封入して液晶パネルが
構成される。
【００１２】一方の基板ＳＵＢ１と他方の基板ＳＵＢ２
のそれぞれの外面には、偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ２が設
置されている。
【００１３】なお、一対の基板ＳＵＢ１とＳＵＢ２の間
の距離（液晶層の厚み：セルギャップ）は、両基板の間
に球状のスペーサ（図示せず）を分散配置して所定値に
設定するのが一般的である。
【００１４】このような球状のスペーサに代えてカラー
フィルタ基板に固定的に形成し、あるいはカラーフィル
タ層を積層して円錐状のスペーサを基板に固定的に形成
したものが特開平９－７３０８８号公報に開示されてい
る。
【００１５】特開平９－７３０８８号公報に開示では、
球状のスペーサを用いた場合に当該スペーサの周辺部か
らの光漏れによるコントラストの低下やスペーサを基板
上に散布する工程でスペーサが不均一に配置されること
による表示不良は発生するとしており、これを防止する
ため、円錐状のスペーサを基板に固定的に形成したもの
である。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】本発明が解決しようと
する課題は、液晶表示装置の信号配線ＤＬの負荷を低減
し、高速応答、高精細、高輝度な液晶表示装置の画質劣
化を防止することである。
【００１７】信号配線ＤＬの負荷は、配線抵抗および配
線容量が大きい程重くなる。信号配線ＤＬの負荷が重く
なると、所望の信号波形を伝達し難くなり、画素電極に
所望の電圧を与えることが困難となる。その結果、所望
の画質が得られなくなる。
【００１８】ここで、信号配線ＤＬの配線容量に着目す
ると、この配線容量は、図１５に示したように、信号配
線ＤＬと画素電極ＩＴＯ１とで形成される容量Ｃ１と、
信号配線ＤＬと対向電極ＩＴＯ２とで形成される容量Ｃ
２との和で決まる。
【００１９】従来の液晶表示装置では、信号配線ＤＬと
画素電極ＩＴＯ１の距離は、信号配線ＤＬと対向電極Ｉ
ＴＯ２の距離よりもかなり大きく、容量が電極間距離に
反比例することから、一般に、容量Ｃ１の方が容量Ｃ２
よりも大きい。
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【００２０】しかし、近年、液晶表示装置の高速応答化
のため、画素電極と対向電極との距離が小さくなる傾向
にある。これは、応答の指標となる立ち上がり時間（τ
ｒ）および質下がり時間（τｄ）が液晶層の厚さ（セル
ギャップ）の２乗に比例するためである（例えば、産業
図書発行、松本正一編著「液晶ディスプレイ技術」を参
照）。
【００２１】したがって、セルギャップを小さくした方
が高速応答に有利であるが、この場合、容量Ｃ２は増加
し、信号配線ＤＬの負荷が重くなる。また、容量Ｃ１を
小さくするために、信号配線ＤＬと画素電極ＩＴＯ１の
距離を大きくすると、開口率が下がり、特に、高精細な
液晶表示装置では、開口率減少による輝度低下を補うた
めにバックライト等の照明装置の輝度増加をもたらし、
消費電力の増大を招くことになる。
【００２２】本発明の目的は、上記従来技術の問題を解
消し、高速応答、高精細、かつ高輝度で、画質劣化を低
減した液晶表示装置を提供することにある。
【００２３】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明は、液晶表示装置の液晶パネルを構成する一
対の基板の間に柱状スペーサを配置し、その比誘電率を
前記液晶組成物のそれよりも小さいものとした点を特徴
とする。
【００２４】また、本発明は、上記柱状スペーサの配置
を特定し、あるいは配向膜の配向方向との関係を特定し
た点に特徴とする。
【００２５】本発明の代表的な構成を記述すれば、下記
（１）～（７）に記載のとおりである。すなわち、
（１）：少なくとも一方が透明な一対の基板と、前記一
対の基板の一方に形成されたカラー表示のための色の異
なる少なくとも２種類以上のカラーフィルタおよび各カ
ラーフィルタの間に介在させたブラックマトリクスと、
前記一対の基板上に画素に隣接して形成された電極と、
前記一対の基板の間に誘電異方性を有する液晶組成物の
層およびこの液晶組成物の層の分子配列を所定の方向に
配列させるための配向制御層とを有する液晶パネルと、
前記電極に表示のための駆動電圧を印加するための駆動
手段とを具備し、ブラックマトリクスで隠される領域の
前記電極の上に、比誘電率が前記液晶組成物のそれより
も小さい柱状スペーサを形成した。
【００２６】一般に、容量（Ｃ）の大きさは、比誘電率
（ε）を係数としたとき、当該容量を構成する電極面積
（Ｓ）に比例し、両電極間隔（ｄ）に反比例する（Ｃ＝
ε×Ｓ／ｄ）。したがって、柱状スペーサの比誘電率を
ε
SP
、液晶層の比誘電率をε

LC
とし、ε

SP
＜ε

LC
の関係

とすることで、柱状スペーサを誘電体とした部分の容量
は液晶を誘電体とした部分に対して相対的に小さくする
ことができる。
【００２７】このことは、液晶パネルのセルギャップが
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小さくなるほど顕著となり、結果的には特に、電極の負
荷を軽くすることになる。
【００２８】これは、特に高周波の映像信号を供給する
映像信号線を構成する電極で顕著となり、高速応答が達
成される。なお、走査信号線についても、走査信号周波
数が高くなれば、同様の効果が得られ、走査信号線を構
成する電極上に柱状スペーサを形成した場合にも当ては
まる。
【００２９】（２）：（１）における前記柱状スペーサ
を、前記電極の延在方向に沿う１画素毎に１つまたは複
数配置した。
【００３０】（３）：（１）における前記柱状スペーサ
を、前記電極群の延在方向に沿う複数画素毎に１つ配置
した。
【００３１】（４）：（１）における前記柱状スペーサ
を、前記液晶パネルの有効領域における前記電極毎にそ
の延在方向の全長にわたって１つ配置した。
【００３２】柱状スペーサは１画素に隣接して映像信号
線等の電極上に平行に形成するのが一般的であるが、こ
の柱状スペーサを１画素の１辺の全領域に沿って延在さ
せた１個で形成するか、あるいは短い柱状スペーサを１
画素の１辺に複数配列するか、あるいは複数画素の辺に
わたって連続的に配置することができる。
【００３３】この配置形態の選択は、液晶パネルのセル
ギャップの大きさ、柱状スペーサの形成プロセス性、ラ
ビングの処理性、等の要求仕様で選択可能である。この
構成でも、上記（１）と同様の効果を得ることができ
る。
【００３４】（５）：（１）における前記柱状スペーサ
を、前記液晶パネルの有効領域における前記電極の延在
方向の全長にわたって配置すると共に、その１または複
数箇所に注入される液晶組成物を流通させるための隙間
を形成した。
【００３５】（６）：（１）～（５）における前記柱状
スペーサの長手方向または配列方向を、液晶組成物の注
入方向と平行に配列した。
【００３６】上記の構成では、柱状スペーサを形成する
ホトマスクの形成が容易で、かつセルギャップを強固に
設定できる。このとき、（５）のように一対の基板の間
に注入する液晶が表示領域に均一に充填されるように上
記の間隙を形成するのが望ましい。そして、好ましく
は、（６）のように液晶注入方向に平行に柱状スペーサ
を配置すれば、注入される液晶の流れをよりスムーズに
して均一に液晶を封入することができる。
【００３７】（７）：（１）～（６）における前記柱状
スペーサを前記一対の基板の何れか一方に形成してな
り、当該柱状スペーサが形成された基板側に設けた配向
膜の配向方向を、前記柱状スペーサの長手方向または配
列方向に対して平行または略平行とした。
【００３８】柱状スペーサは一対の基板の間に配置すれ
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ばよいものであるから、後述する実施例の図２または図
３に示すように、一対の基板の何れの側に形成してもよ
いののである。
【００３９】また、以上の構成では、セルギャップを柱
状スペーサのみで規制するものとしたが、特に図示して
説明はしないが、柱状スペーサの高さを所定のセルギャ
ップよりも低くしておき、セルギャップ設定のために用
いられている既知の球状ビーズを散布し、柱状スペーサ
による注入される液晶組成物の流通の妨害をしないよう
にし、セルギャップは主として球状ビーズで行うように
することもできる。
【００４０】本発明の好ましい構成では、一方の基板で
あるアクティブマトリクス基板に形成する電極群のう
ち、信号周波数の高い映像信号線上に柱状スペーサを形
成する。そして、その上層に形成される配向膜材料にラ
ビングまたは光配向で配向制御能を付与するための配向
処理方向（配向方向）と柱状スペーサの配列方向（長手
方向）に対して平行またはほぼ平行とすることで、柱状
スペーサの配向方向下流近傍における配向不良の発生を
低減できる。
【００４１】上記本発明の構成としたことにより、信号
配線等を構成する電極の負荷を低減し、高速応答、高精
細、高輝度で、画質劣化を抑制した液晶表示装置を得る
ことができる。
【００４２】なお、本発明は上記の構成および後述する
実施の形態で開示される構成に限定されるものではな
く、本発明の技術思想を逸脱することなく種々の変更が
可能であることは言うまでもない。
【００４３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、実施例の図面を参照して詳細に説明する。
【００４４】図１は本発明に係る液晶表示装置の第１実
施例である縦電界方式アクティブマトリクス型液晶表示
装置を構成する液晶パネルの一方の基板であるアクティ
ブマトリクス基板に形成された１画素付近の構成を模式
的に説明する要部平面図で、他方の基板であるカラーフ
ィルタ基板側から透視した状態を示し、ＢＭはブラック
マトリクスを境界線で示したものである。
【００４５】また、図２は図１の１－１’線に沿った断
面図である。図１と図２において前記図１４、図１５と
同一符号は同一機能部分に対応し、また柱状スペーサを
除いて図各図と同様である。
【００４６】すなわち、図１において、ＤＬはアクティ
ブマトリクス基板に形成される電極群の内の映像信号線
（ドレイン線）、ＧＬは同走査信号線（ゲート線）、Ｔ
ＦＴは薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）、ＡＳは薄膜トラン
ジスタを構成する非晶質シリコンまたは多結晶シリコン
層、ＩＴＯ１は画素電極、ＳＴＧは蓄積容量を形成する
ストレージ電極線である。
【００４７】図２において、アクティブマトリクス基板
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7
ＳＵＢ１上には、絶縁膜ＰＳＶ１、保護膜ＰＳＶ２、画
素電極ＩＴＯ１、配向制御層すなわち配向膜ＯＲＩ１、
柱状スペーサＳＰが形成されている。
【００４８】また、他方の基板ＳＵＢ２上には、ブラッ
クマトリクスＢＭ、カラーフィルタＦＩＬ、オーバーコ
ート層ＯＣ、対向電極ＩＴＯ２、配向膜ＯＲＩ２が形成
されている。
【００４９】そして、アクティブマトリクス基板ＳＵＢ
１とカラーフィルタ基板ＳＵＢ２の貼り合わせ間隙に液
晶組成物の層（液晶層）ＬＣを封入して液晶パネルが構
成される。
【００５０】なお、一方の基板ＳＵＢ１と他方の基板Ｓ
ＵＢ２のそれぞれの外面には、偏光板ＰＯＬ１、ＰＯＬ
２が設置されている。
【００５１】本実施例では、柱状スペーサＳＰがアクテ
ィブマトリクス基板ＳＵＢ１側に形成されている。この
柱状スペーサＳＰは樹脂層で形成されており、その比誘
電率を液晶ＬＣの比誘電率よりも小さくしてある。
【００５２】柱状スペーサＳＰの比誘電率を液晶ＬＣの
それよりも小さくしたことにより、前記図１５で説明し
た信号配線ＤＬと画素電極ＩＴＯ１の容量Ｃ２を小さく
することができる。その結果、信号配線ＤＬの負荷を軽
減できる。
【００５３】柱状スペーサＳＰの構成材料としては、感
光性樹脂レジストを用いている。市販の感光性樹脂レジ
ストは、主としてアクリル系ベースである。アクリル系
樹脂の比誘電率は２．５～４．０程度である（日本材料
学会編・材料科学と材料工学、小野木重治著「高分子材
料化学」より）。
【００５４】一方、ネマティック液晶として、アゾメチ
ン化合物（シッフ塩素化合物）、アゾキシ化合物、シア
ノビフェニル類、安息香酸フェニルエステル系、シクロ
ヘキサンカルボン酸フェニルエステル、シアノフェニル
シクロヘキサン、シアノ置換フェニルピリミジン、アル
コキシ置換フェニルピリミジン、フェニルジオキサン系
などが挙げられる。
【００５５】液晶分子長軸方向の比誘電率をεＬ、短軸
方向の比誘電率をεＳと表記すると、上記の各材料のう
ち、アゾメチン化合物（シッフ塩素化合物）として、誘
電率異方性Δεが負で液晶分子長軸方向の比誘電率εＬ
＝４．７５、液晶分子短軸方向の比誘電率εＳ＝５．３
８、Δεが正でεＬ＝２６．０、εＳ＝７．６のものが
知られている。アゾキシ化合物として、Δεが負でεＬ
＝５．６２、εＳ＝５．７３、Δεが正でεＬ＝４．１
７、εＳ＝３．９８ものが知られている。シアノビフェ
ニル類として、Δεが正でεＬ＝１７、εＳ＝６ものが
知られている。安息香酸フェニルエステル系として、Δ
εが正でεＬ＝５．９、εＳ＝５．８のものが知られて
いる。シアノフェニルシクロヘキサンとして、Δεが正
でεＬ＝１５．２、εＳ＝５．１またはεＬ＝１５．
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０、εＳ＝４．７のものが知られている。フェニルジオ
キサン系としてΔεが正でεＬ＝２３．８７、εＳ＝
９．４５のものが知られている（日本学術振興会第１４
２委員会編、「液晶デバイスハンドブック」より）。
【００５６】以上のことから、アクリル系ベースの感光
性樹脂レジストの比誘電率は２．５～４．０程度であ
り、一般に使用されている液晶の比誘電率（４～２６程
度）よりも小さい。
【００５７】本実施例により、信号配線の負荷を低減
し、高速応答、高精細、高輝度で、画質劣化を抑制した
液晶表示装置を得ることができる。
【００５８】図３は本発明に係る液晶表示装置の第２実
施例を説明する図２と同様の断面図である。本実施例で
は、柱状スペーサＳＰをカラーフィルタ基板ＳＵＢ２側
に形成した点を除いて第１実施例と同様である。この柱
状スペーサＳＰをアクティブマトリクス基板ＳＵＢ１に
形成されている映像信号線ＤＬの位置でカラーフィルタ
基板ＳＵＢ２に形成することで、第１実施例と同様の効
果を奏する。
【００５９】なお、図１～図３では、柱状スペーサＳＰ
の延在長さを図示した画素の縦方向（画素電極ＩＴＯ１
の長辺）の長さより短く形成したものとしてあるが、こ
の柱状スペーサＳＰの延在長さはこれに限るものではな
く、さらに長くして複数の画素の長さにわたって形成し
たり、その平面形状を図示した以外の形状、例えば円
形、楕円形、菱形、その他の不定形としてもよい。これ
らは、特に図示して説明するまでもないので、図面を用
いた詳細な説明は省略する。以下、これらを実現した実
施例の代表例について説明する。
【００６０】図４は本発明に係る液晶表示装置の第３実
施例を説明する図１と同様の断面図である。本実施例で
は、柱状スペーサＳＰを図１よりも短い四角形とし、こ
れを映像信号線ＤＬ上に複数個配置したものである。本
実施例によっても第１実施例と同様の効果を奏する。
【００６１】図５は本発明に係る液晶表示装置の第４実
施例を説明する柱状スペーサの配置例を説明する模式図
である。図中、ＳＬは液晶パネルの有効表示領域を囲ん
であるシール、ＩＮＪはシールＳＬの一部に形成した液
晶注入口、Ａは液晶の注入方向、Ｂは液晶の注入経路を
示す。
【００６２】本実施例では、柱状スペーサを液晶パネル
の表示領域で映像信号線ＤＬの延長方向に沿って連続す
る如く延在させて形成した。柱状スペーサＳＰの延在方
向は液晶パネルの液晶注入口ＩＮＪからの液晶注入方向
Ａに平行となるようにしてある。
【００６３】この柱状スペーサＳＰの端部には間隙を有
し、液晶が流通できるようにされている。この隙間は有
効な表示領域外に置くことが望ましい。図中、矢印Ａに
示したように、注入口ＩＮＪから注入された液晶は矢印
Ｂに示したように流通して液晶パネルの一対の基板の間
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に満たされる。
【００６４】本実施例では、表示領域における柱状スペ
ーサＳＰの総面積を大きくできるため、より均一なセル
ギャップが得られる。
【００６５】図６は本発明に係る液晶表示装置の第５実
施例を説明する柱状スペーサの配置例を説明する模式図
であり、図５と同一符号は同一機能部分に対応する。本
実施例は図５で説明した実施例の柱状スペーサＳＰをそ
の延在方向で規則的あるいは不規則的に分割して液晶の
通路を作り、注入される液晶の流通路Ｂをより多くして
スムーズな液晶注入を可能として、より均一な液晶層を
形成することを意図したものである。
【００６６】柱状スペーサＳＰを分割する個所は、走査
信号線ＧＬの部分とするのが好適であるが、他の部分で
もよい。また、同図に示したように、この柱状スペーサ
ＳＰの分割長さを不規則とすることで、仮に上記柱状ス
ペーサＳＰの分割部分を画素に隣接する個所として、多
少の光漏れがあったとしても平均化され、またモアレの
発生を抑制することができる。
【００６７】本実施例では、第４実施例と同様に表示領
域における柱状スペーサＳＰの総面積を大きくできるた
め、より均一なセルギャップが得られると共に、注入さ
れる液晶の流通をよりスムーズとしてより均一な液晶層
を形成することができる。
【００６８】以上説明した本発明の各実施例の構成とす
ることによって、前記実施例と同様の高速応答が得ら
れ、信号配線の負荷を低減し、高速応答、高精細、高輝
度で、画質劣化を抑制した液晶表示装置を得ることがで
きる。
【００６９】次に、上記した本発明の各実施例の柱状ス
ペーサの製造プロセスの概要を説明する。
【００７０】図７は本発明による液晶表示装置における
柱状スペーサの製造方法を説明する概略工程図である。
まず、アクティブマトリクス基板またはカラーフィルタ
基板を既知の方法でその配向膜材料の成膜前まで製作す
る。
【００７１】この基板（アクティブマトリクス基板、ま
たはカラーフィルタ基板）に感光性樹脂を塗布する（Ｓ
－１）。
【００７２】柱状スペーサのパターンを有する露光マス
クを介して紫外線を照射して露光する（Ｓ－２）。この
感光性樹脂はネガ型（紫外線を照射した部分が硬化する
樹脂）でも、ポジ型（紫外線を照射した部分が現像で除
去される樹脂）の何れでもよい。
【００７３】露光後、現像工程で柱状スペーサ部分以外
の感光性樹脂を除去し、焼成する）Ｓ－３）。
【００７４】その後、配向膜材料を塗布し、焼成して
（Ｓ－４）、液晶配向制御能をもつ配向膜を形成する
（Ｓ－５）。
【００７５】このようにして形成した柱状スペーサを有
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する基板は、後段の基板貼り合わせ工程、液晶注入工程
に渡され、液晶パネルとして完成する。
【００７６】上記した配向膜材料に液晶の配向制御能を
付与するためのラビング処理においては、柱状スペーサ
の存在でラビング不良となる部分が発生することがあ
る。
【００７７】一般に、ラビング処理は、ラビング布で配
向膜材料の表面を一定方向に擦る作業である。このラビ
ング処理の際に、ラビング布の毛足が柱状スペーサから
受ける抵抗で当該柱状スペーサのラビング下流側の領域
が十分にラビングされ難くなり、ラビング不足で配向不
良を引き起こす場合がある。
【００７８】図８は本発明における柱状スペーサと配向
膜材料のラビング方向（配向方位）との関係の一例を説
明する模式図である。この例では、柱状スペーサＳＰの
延在方向（長手方向、配列方向）と平行にラビング方向
を定めたものである。
【００７９】このとき、柱状スペーサＳＰのラビング下
流近傍にラビング不足領域が発生する。しかし、このラ
ビング不足領域は画素開口部（画素電極ＩＴＯのブラッ
クマトリクスＢＭ境界線で示す）の中にはかからず、図
では走査信号線ＧＬ上にある。これにより、配向不良に
よる表示品質を招くことはない。
【００８０】図９は本発明における柱状スペーサと配向
膜材料のラビング方向との関係の他例を説明する模式図
である。この例では、柱状スペーサＳＰの延在方向（長
手方向、配列方向）と若干の角度でラビング方向を定め
たものである。
【００８１】このときも上記と同様、柱状スペーサＳＰ
のラビング下流近傍にラビング不足領域が発生する。し
かし、このラビング不足領域は画素開口部には殆どかか
らない。これにより、配向不良による表示品質を招くこ
とはまずない。
【００８２】なお、上記では、ラビング処理で液晶配向
制御能を付与する場合について説明したが、既知の光配
向処理で液晶配向制御能を付与する場合も同様であり、
偏光の照射角度を柱状スペーサＳＰの延在方向に対して
平行または略平行とすることで、偏光の柱状スペーサＳ
Ｐによる影に起因する液晶配向制御能の不足を回避する
ことができる。光配向処理は、光の照射で分子結合が変
化する高分子材料を配向膜材料として用い、所定の偏光
を所定の角度で基板に塗布された配向膜材料に照射する
ことで、液晶の配向制御能を付与する方法である。
【００８３】上記のようにして製作した一対の基板の各
配向膜面を対向させ、その周辺部を液晶封入口ＩＮＪ
（図５、図６参照）を残してシール（接着剤）ＳＬで固
定し、基板間に液晶組成物を注入し、液晶封入口ＩＮＪ
を封止材で封止する。その後、プレスにより２枚の基板
の間隔を柱状スペーサ（球状スペーサも分散させたもの
では、この球状スペーサ）で規制して所定のセルギャッ
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プを持つ液晶表示装置を得る。
【００８４】次に、本発明を適用した液晶表示装置の駆
動手段および具体的な製品例について説明する。
【００８５】図１０は本発明による液晶表示装置の駆動
手段の概要説明図である。液晶表示装置を構成する横電
界方式の液晶パネルは、画像表示部がマトリクス状に配
置された複数の画素の集合により構成され、各画素は前
記液晶表示装置の背部に配置された図示しないバックラ
イトからの透過光を独自に変調制御できるように構成さ
れている。
【００８６】液晶表示基板の構成要素の１つであるアク
ティブマトリクス基板（ＳＵＢ１）上には、有効画素領
域ＡＲにｘ方向（行方向）に延在し、ｙ方向（列方向）
に並設された電極である走査信号線ＧＬと対向電圧信号
線ＣＬとそれぞれ絶縁されてｙ方向に延在し、ｘ方向に
並設された電極である映像信号線ＤＬが形成されてい
る。
【００８７】ここで、走査信号線ＧＬ、対向電圧信号線
ＣＬ、映像信号線ＤＬのそれぞれによって囲まれる矩形
状の領域に単位画素（１画素）が形成される。
【００８８】液晶表示装置には、その外部回路として垂
直走査回路Ｖ及び映像信号駆動回路Ｈが備えられ、前記
垂直走査回路Ｖによって前記走査信号線ＧＬのそれぞれ
に順次走査信号（電圧）が供給され、そのタイミングに
合わせて映像信号駆動回路Ｈから映像信号線ＤＬに映像
信号（電圧）を供給するようになっている。
【００８９】尚、垂直走査回路Ｖ及び映像信号駆動回路
Ｈは、液晶駆動電源回路３から電源が供給されるととも
に、ＣＰＵ１からの画像情報がコントローラ２によって
それぞれ表示データ及び制御信号に分けられて入力され
るようになっている。
【００９０】図１１は本発明による液晶表示装置の駆動
波形の一例の説明図である。同図では、対向電極に印加
する対向電圧をＶＣＨとＶＣＬの２値の交流矩形波に
し、それに同期させて走査信号ＶＧ（ｉ－１）、ＶＧ
（ｉ）の非選択電圧を１走査期間毎に、ＶＣＨとＶＣＬ
の２値で変化させる。対向電圧の振幅幅と非選択電圧の
振幅値は同一にする。
【００９１】画素電極に印加する映像信号電圧は、液晶
層に印加したい電圧から対向電圧の振幅の１／２を差し
引いた電圧である。
【００９２】対向電圧は直流でも良いが、交流化するこ
とで映像信号電圧の最大振幅を低減でき、映像信号駆動
回路（信号側ドライバ）に耐圧の低いものを用いること
が可能になる。
【００９３】図１２は本発明による液晶表示装置の全体
構成を説明する展開斜視図であり、液晶表示装置（以
下、一対の基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２を貼り合わせてなる
液晶パネル、駆動手段、バックライト、その他の構成部
材を一体化した液晶表示モジュール：ＭＤＬと称する）
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の具体的構造を説明するものである。
【００９４】ＳＨＤは金属板からなるシールドケース
（メタルフレームとも言う）、ＷＤは表示窓、ＩＮＳ１
～３は絶縁シート、ＰＣＢ１～３は駆動手段を構成する
回路基板（ＰＣＢ１はドレイン側回路基板：映像信号線
駆動用回路基板、ＰＣＢ２はゲート側回路基板、ＰＣＢ
３はインターフェース回路基板）、ＪＮ１～３は回路基
板ＰＣＢ１～３同士を電気的に接続するジョイナ、ＴＣ
Ｐ１，ＴＣＰ２はテープキャリアパッケージ、ＰＮＬは
液晶パネル、ＧＣはゴムクッション、ＩＬＳは遮光スペ
ーサ、ＰＲＳはプリズムシート、ＳＰＳは拡散シート、
ＧＬＢは導光板、ＲＦＳは反射シート、ＭＣＡは一体化
成形により形成された下側ケース（モールドフレー
ム）、ＭＯはＭＣＡの開口、ＬＰは蛍光管、ＬＰＣはラ
ンプケーブル、ＧＢは蛍光管ＬＰを支持するゴムブッシ
ュ、ＢＡＴは両面粘着テープ、ＢＬは蛍光管や導光板等
からなるバックライトを示し、図示の配置関係で拡散板
部材を積み重ねて液晶表示モジュールＭＤＬが組立てら
れる。
【００９５】液晶表示モジュールＭＤＬは、下側ケース
ＭＣＡとシールドケースＳＨＤの２種の収納・保持部材
を有し、絶縁シートＩＮＳ１～３、回路基板ＰＣＢ１～
３、液晶パネルＰＮＬを収納固定した金属製のシールド
ケースＳＨＤと、蛍光管ＬＰ、導光板ＧＬＢ、プリズム
シートＰＲＳ等からなるバックライトＢＬを収納した下
側ケースＭＣＡとを合体させてなる。
【００９６】映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１には液
晶パネルＰＮＬの各画素を駆動するための集積回路チッ
プが搭載され、またインターフェース回路基板ＰＣＢ３
には外部ホストからの映像信号の受入れ、タイミング信
号等の制御信号を受け入れる集積回路チップ、およびタ
イミングを加工してクロック信号を生成するタイミング
コンバータＴＣＯＮ等が搭載される。
【００９７】上記タイミングコンバータで生成されたク
ロック信号はインターフェース回路基板ＰＣＢ３および
映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１に敷設されたクロッ
ク信号ラインＣＬＬを介して映像信号線駆動用回路基板
ＰＣＢ１に搭載された集積回路チップに供給される。
【００９８】インターフェース回路基板ＰＣＢ３および
映像信号線駆動用回路基板ＰＣＢ１は多層配線基板であ
り、上記クロック信号ラインＣＬＬはインターフェース
回路基板ＰＣＢ３および映像信号線駆動用回路基板ＰＣ
Ｂ１の内層配線として形成される。
【００９９】なお、液晶パネルＰＮＬにはＴＦＴを駆動
するためのドレイン側回路基板ＰＣＢ１、ゲート側回路
基板ＰＣＢ２およびインターフェース回路基板ＰＣＢ３
がテープキャリアパッケージＴＣＰ１，ＴＣＰ２で接続
され、各回路基板間はジョイナＪＮ１，２，３で接続さ
れている。
【０１００】液晶パネルＰＮＬは前記した本発明による
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アクティブマトリクス型液晶表示装置であり、その一対
の基板の間隔を所定値に維持するために前記実施例で説
明した柱状スペーサを備えている。
【０１０１】図１３は本発明による液晶表示装置を実装
した電子機器の一例としてのノート型コンピュータの斜
視図である。
【０１０２】このノート型コンピュータ（可搬型パソコ
ン）はキーボード部（本体部）と、このキーボード部に
ヒンジで連結した表示部から構成される。キーボード部
にはキーボードとホスト（ホストコンピュータ）、ＣＰ
Ｕ等の信号生成機能を収納し、表示部には液晶パネルＰ
ＮＬを有し、その周辺に駆動回路基板ＰＣＢ１，ＰＣＢ
２、コントロールチップＴＣＯＮを搭載したＰＣＢ３、
およびバックライト電源であるインバータ電源基板など
が実装される。
【０１０３】そして、上記液晶表示パネルＰＮＬ、各種
回路基板ＰＣＢ１，ＰＣＢ２，ＰＣＢ３、インバータ電
源基板、およびバックライトを一体化した図１２で説明
した液晶表示モジュールを実装してある。
【０１０４】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
映像信号線と対向電極の間の領域を覆うように配置した
柱状スペーサの比誘電率を液晶組成物のそれよりも小さ
くしたことにより、信号配線である電極の負荷を低減で
き、高速応答、高精細、高輝度で画質劣化を防止した液
晶表示装置が得られる。
【０１０５】また、本発明の柱状スペーサの配置によ
り、セルギャップの均一化、液晶注入時の当該液晶の流
通の容易さ、などを達成できる。
【０１０６】さらに、柱状スペーサ上に形成した配向膜
材料に液晶の配向制御能を付与する際の画素開口部での
配向不良を回避でき、表示画面内の輝度を均一とした高
品質の画像表示の液晶表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の第１実施例である
縦電界方式アクティブマトリクス型液晶表示装置を構成
する液晶パネルの一方の基板であるアクティブマトリク
ス基板に形成された１画素付近の構成を模式的に説明す
る要部平面図である。
【図２】図１の１－１’線に沿った断面図である。
【図３】本発明に係る液晶表示装置の第２実施例を説明
する図２と同様の断面図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置の第３実施例を説明
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する図１と同様の断面図である。
【図５】本発明に係る液晶表示装置の第４実施例を説明
する柱状スペーサの配置例を説明する模式図である。
【図６】本発明に係る液晶表示装置の第５実施例を説明
する柱状スペーサの配置例を説明する模式図である。
【図７】本発明による液晶表示装置における柱状スペー
サの製造方法を説明する概略工程図である。
【図８】本発明における柱状スペーサと配向膜材料のラ
ビング方向（配向方位）との関係の一例を説明する模式
図である。
【図９】本発明における柱状スペーサと配向膜材料のラ
ビング方向との関係の他例を説明する模式図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置の駆動手段の概要
説明図である。
【図１１】本発明による液晶表示装置の駆動波形の一例
の説明図である。
【図１２】本発明による液晶表示装置の全体構成を説明
する展開斜視図である。
【図１３】本発明による液晶表示装置を実装した電子機
器の一例としてのノート型コンピュータの斜視図であ
る。
【図１４】従来の縦電界方式の液晶表示装置の液晶パネ
ルの一画素付近の構成を説明する模式平面図である。
【図１５】図１４の１－１’線に沿った断面図である。
【符号の説明】
ＤＬ  映像信号線
ＣＬ  対向電圧信号線
ＩＴＯ１  画素電極
ＳＴＧ  ストレージ電極線
ＧＬ  走査信号線
ＢＭ  ブラックマトリクス（画素部開口の境界線で示
す）
ＴＦＴ  薄膜トランジスタ
ＳＰ  柱状スペーサ
ＯＲＩ１，ＯＲＩ２  配向膜
ＯＣ  オーバーコート層
ＦＩＬ  カラーフィルタ
ＬＣ  液晶（液晶組成物）の層
ＰＳＶ１  絶縁膜
ＰＳＶ２  保護膜
ＩＴＯ２  対向電極
ＰＯＬ１，ＰＯＬ２  偏光板
ＳＵＢ１，ＳＵＢ２  基板。
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【図１０】 【図１１】
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